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普段何気なく利用しているサービスや、地元の楽しいイベントなど
行政の取り組みは多岐にわたります。
このコーナーでは、快適に過ごせる市民向けサービスや
お楽しみ情報などを紹介していきます。

ASHIYA

平成24（2012）年に市指定文化財として指定された「芦屋川の文化的景
観」が育んできた芦屋の歴史をご紹介します。今回は、芦屋の歴史を古代、
中世・近世、近代にわけ、それぞれの時代の主な出来事を紹介します。

展覧会

「芦屋の歴史と文化財」開催中

●場所：芦屋市立美術博物館　1階歴史資料展示室（芦屋市伊勢町12-25）
●会期：11/27（日）まで　※6/20～7/1・9/5～16は休館
●開館時間：10時～17時（入館は16時半まで） ※6月の休館日・・・6日・13日・20日～30日
●観覧料：一般300（240）円、大高生200（160）円、中学生以下無料

※（　）内は20人以上の団体料金　※高齢者（65歳以上）および身体障害者手帳・
精神障害者保健福祉手帳・療育手帳をお持ちのかたとその介護のかたは各当日料金の半額。
※展覧会によって料金が異なる場合がございます。

■お問合せ：芦屋市立美術博物館　TEL. 0797-38-5432

NISHINOMIYA

「魅力発信ブース にしのみ屋」では、豊かな文化芸術、
素敵な店舗、良好な自然環境など西宮市がもつ多様
な魅力を次 と々発信していきます。いつも楽しく、役立
つ新たな発見がいっぱい。ぜひお立ち寄りください。

リニューアルオープン

にしのみや観光案内所
「魅力発信ブース にしのみ屋」がリニューアル

●場所：阪急西宮北口駅2階コンコース
●開所時間：9時半～19時半

■お問合せ：産業文化局 産業文化総括室 都市ブランド発信課　TEL.0798‐35‐3071

●市政ニュースと連携した
　タイムリーな情報をお知らせ。

●とっておきの西宮の楽しみ方を紹介。

●お土産にもぴったりの
　西宮ならではの産品をお届け。

KOBE NADA

JR灘駅から阪急王子公園駅、摩耶ケーブル下駅を
ぐるっとつなぐ「坂バス」の路線が、4月1日から「神鋼
記念病院」にも伸びました。病院経由便は平日8時
から13時、1時間に1便の運行です。商店街だけで
なく、いろいろな用事の「足」としてご活用ください。

Information

灘区のまちと山をつなぐ
灘の「コミュニティバス」が
さらに便利に

■お問合せ：灘区まちづくり課　TEL.078-843-7001（内線236）

KOBE CHUOU

盆踊りの振り付けにはそれぞれ由来があることをご存知ですか。日本
の伝統文化「盆踊り」を地域の人が優しく指導します。また、希望者
は浴衣の着付け体験もできます。ぜひ気軽にご参加ください。

こうべ海の盆踊り2016
浴衣の着付け体験と盆踊り練習会を開催

●日時：7/16（土）14時～16時（予定）
●場所：海外移住と文化の交流センター（神戸市中央区山本通3-19-8）　●定員：先着20名
※「こうべ海の盆踊り2016」・・・開催日時：8/20（土）16時～20時45分頃（雨天の場合は翌日）/場所：メリケンパーク（波止場町）

■申込み・お問合せ：こうべ海の盆踊り実行委員会事務局　TEL.078‐232‐4411（内線413）

KOBE HIGASHINADA

第66回「社会を明るくする運動」の実施に当たり、社会を明る
くする集いを開催いたします。当日は地域の子どもたちによる
演舞や消防音楽隊による演奏など行う予定です。ぜひ皆さま
お誘いあわせのうえお越し下さい。

イ ベ ン ト

第66回社会を明るくする運動
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

●日時：平成28年7月3日（日）13時～
●場所：御影クラッセ1階広場

■お問合せ：東灘区保護司会 東灘区役所まちづくり課 TEL.078‐841‐4131（内線232）

イ ベ ン ト
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神戸市 企画調整局 政策企画部
企画課 都市政策係 石田さん
「神戸とおとなりの8つまちの魅力が詰
まった“ぐるっと神戸マップ2016”もでき
ました！」と笑顔で話す石田さん。Webで
はイベント情報も随時UPされている。
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明治・大正・昭和の華やかな日本の文化を筆にとどめ
た文豪谷崎潤一郎。昭和9年～11年まで芦屋市内
に居住し、「細雪」をはじめ芦屋を舞台とする作品を生
み出すなど芦屋には深いゆかりがある。昭和63年に
谷崎潤一郎の業績を顕彰するため、記念館を建設。

天長10年（833年）弘法大師の創建と伝えられている
鷲林寺。戦国時代の争乱で76を数えたという伽藍は
焼失し、現在は観音堂を残すのみとなっている。観音
堂の下にある墓地には、武田信玄の墓と言われる石
造の七重塔がある。

県の重要有形文化財に指定されている清盛塚。高さ
約8.5mの十三重の石塔(供養塔)で、「弘安9年
（1286年）2月」の年号が刻まれている。石塔の隣に
は柳原義達氏の作による平清盛像と琵琶の名手・平
経正にちなんだ「琵琶塚」碑が建てられている。

摂津・丹波型と呼ばれる妻入角屋本瓦葺の江
戸時代中頃の住宅。当家は、旧米谷村の庄
屋をつとめていたこ
とから、約4,000点
の古文書が見つ
かっている。
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じゅう りん  じ

つまいりつの や ほんかわらぶき

が  らん

きゅう まい たに むら
明治8年ごろに建てられたとされる全国でも数
少ない「擬洋風建築」（明治期に見られる建築
技法）の建物。設
計者の九鬼隆範
がかいた設計図や
鉄道技師として活
躍した隆範の資料
も展示されている。

江戸後期の建築様式を伝える国登録有形文
化財の建物。文政9年（1826年）に、上州館林
藩の財政建て直し
策を図るため、切手
会所（今の銀行）と
して建てられた。

祭神は菅原道真、弁財天、池大明神を祀って
おり、昔、菅原道真公がこの地に立ち寄ったと
伝えられている。

紫式部の書いた「源氏物語」の舞台となってい
る明石。物語に登場する善楽寺や無量光寺、
蔦の細道など、王
朝文学の史跡、約
４kmが散策できる。

平成28年日本遺産として認定され、古事記・日
本書紀に記述がある国生み神話のイザナギ・
イザナミを祀る大
社。約15,000坪
の境内には、樹齢
約９００年の大楠が
ある。

http://www.gurutto-kobe.jp
神戸市中央区加納町6-5-1
TEL078-322-5022
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